
この賞は、社会的貢献度が高く他の

モデルとなる実践的な食育活動に取

り組んでいる個人及び団体に対する

長崎県知事表彰で、9 月 5 日に授賞

式を行いました。 

 

食品安全・消費生活課課長   県民生活環境部部長  

波佐見農産物鬼        島原市食生活改   壱岐市柳田 

木加工センター        善推進員協議会   地区公民館 
平田 末雄（代表）      松田 愛美（代表） 谷口 覚（代表） 

馬場副知事 
  

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●波佐見農産物鬼木加工センター 
昔ながらの製法にこだわり、手間ひまかけた味噌づくりを基本に、30 年にわたり地元食材を

活用した安全・安心な加工品の製造・販売を行ってきました。体験プログラムでは、参加者一人
ひとりに「食のいのちを考える力、食べる物を選ぶ力」を身に付ける機会となっています。 
また、SDGs の観点から地域内循環の商品開発事業に参加し、食を通した持続可能な社会実

現に寄与するとともに、波佐見町の地域活性化に貢献しています。 
 

●島原市食生活改善推進員協議会 
協議会設立時の活動の中心は、子どもの食育普及として親子料理教室、高齢者への食育普及

として共食機会の提供に努め、現在まで活動を継続している。さらに、食育を市民に広め、食育
月間の普及を目的とした食育フェスタを開催、島原市の食育推進計画に貢献しています。新型コ
ロナウイルス感染症による非接触型の活動を充実するため、朝ごはんレシピ集の作成やメディア
の活用等の活動を幅広く展開、食育の推進を目指し継続的に活動されています。 

 

●壱岐市柳田地区公民館 
年間を通して稲作・畑作を中心に農業体験学習をすることで、子ども達が食べ物の大切さ、

農家の方の苦労や喜びを学び、楽しさを実感することができている。また、地域の保育所や学校
と連携した地域活動を行うことにより、子どもからお年寄りまで多くの方が参加することで、地
域同士のつながりや共食の機会を作り、子ども達へ食事のマナーや食文化を大事にする気持など
を伝える食育活動に取り組んでいます。 

 

いただきます 
元気ながさき おいしか県 

 

令和 5 年 

あき号 
（65 号） 

食の安全と食育に関する情報提供 

長崎県食育キャラクター  

びわ太郎 こびわ 

3 団体が表彰されました。 

おめでとうございます。 
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令和 5 年度長崎県食育推進活動表彰 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ジュニア食品安全教室 in 大崎中学校 
１．日時：令和５年６月 29 日（木）14:40～15:25 
２．参加者：全校生徒 123 名 保護者及び教員 17 名 

 
●キッズ食品安全教室 in 福重小学校 
１．日時：令和５年 6 月 30 日（金）14:25～15:10 
２．参加者：6 年生児童 44 名  教員 2 名 
３．質疑など： 

・寄生虫って何種類くらいあるんですか？ 
・毒のある魚はほかにもあるんですか？ 
・カンピロバクターなどをやっつけるにはどうした 
らいいんですか？ 

 
●キッズ食品安全教室 in 高田小学校 
１．日時：令和５年７月３日（月）13:55～15:35 
２．参加者：6 年生児童 56 名 教員のべ 6 名 
３．質疑など： 

・ピロリ菌など体内の消化液でやっつけられない菌は 
どうしたらいいんですか？ 

・お肉の中にも寄生虫とかいるんですか？ 
・たくさん食べる人がいるけど、それって健康によくないんですか？ 
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夏休み食の安全・安心体験教室 in 長崎浪漫工房のご報告 

今年 7 月、8 月に東彼杵郡川棚町の長崎浪漫工房で開催した「夏休み食の安全・ 

安心体験教室」の様子が YouTube 長崎県公式チャンネル「がんばらんばちゃん 

ねる」に 10 月初旬に掲載されます。子供たちの楽しいソーセージづくりの様子を 

ぜひご覧ください。 

長崎県ジュニア食品安全教室・キッズ食品安全教室の開催 

食品安全に関するクイズや質疑応答等を通じて、中学生や小学生が食品の安全性に興味を

持ち、理解を深めることを目的として「ジュニア食品安全教室」「キッズ食品安全教室」

を開催しました。 

 

ホームページより「食品安全教室」の詳細について、ご覧いただけます。 



 

 

 

 

 
 

雲仙市立岩戸小学校（雲仙市） 

～お茶摘み体験学習～ 
実施日時 令和 5 年 6 月 9 日（金） 
開催場所 岩戸小学校  対象者 児童 21 名 教職員 

 

雲仙市瑞穂町は、雲仙茶の産地です。特に、岩戸小学校の校区である西原（にしばる）地区に
は、広大な茶畑が広がっています。そこで、ＪＡ島原雲仙瑞穂支部青年部の協力を得て、お茶摘

みの体験をしました。「一芯二葉」の摘み方を指導してもらい、各自で摘みました。摘み取った
茶葉は家に持ち帰り、天ぷら等にして食べました。 
また、瑞穂町内にある販売店で、お茶のいれ方を教えてもらいました。緑茶と紅茶、烏龍茶が

同じ茶葉からできることを知り、驚きました。最後に、水出しの雲仙茶をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎短期大学地域共生学科食物栄養コース 

～「めざせ！お米はかせ」～ 
実施日時 令和 5 年 7 月 29 日（土） 
開催場所 長崎短期大学  対象者 小学生 19 名 保護者 

 

本学にて、令和 5 年度 第 1 回白蝶クッキングスタジオ「めざ
せ！お米はかせ」を実施しました。今回のテーマは「米」とし、

お米に関連した実験・調理・講話を実施することで子どもにも身
近な「米」について改めて考えてもらえる内容としました。 
実験教室ではペースト状にしたお米に含まれるでんぷんを、米

こうじを使って分解する実験を行い、薬品を混ぜたり、色が変わ
ったりする様子にとても楽しそうな声が上がっていました。 
 実験の待ち時間の間にお米についての講話も行い、お米の歴史
や生産方法、お米の種類、栄養素、お米をつかった行事食の紹介
など、学生たちがこれまでいろいろな授業で学んできたことを伝
えることができました。 
 最後にお米をつかった料理として、ご飯をケーキ風に盛り付け
た「ごはんケーキ」を作り、単に盛り付けるだけでなく、ハムや

キュウリを切ったり、卵を割っていり卵を作ったりと、参加した
小学生にとっては初めての調理体験となった方もいたようでし
た。「家庭科の宿題にします！」と言ってくれた参加者もいて、
夏休みの宿題のお手伝いもできたようです。 

地域の活動報告 
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出典：消費者庁ウェブサイト 
（https://www.caa.go.jp/policies/policy/ 

consumer_policy/information/food_loss/pamphlet/） 
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〇作りすぎて、食べきれないなどの「食べ残し」 

〇期限切れ等により、手つかずのままで捨てる「直接廃棄」 

〇野菜の皮など食べられるところまで厚くむき捨てる「過剰除去」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/index.html） 出典：農林水産省ウェブサイト 
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びわ（なつたより） 

長崎県産 

●陳列している棚のすぐ
そばに明確に掲示 
 
●一般的な名称、産地が
表示されています。 

「なつたより」は、
びわの品種です。 
みなさん覚えてくだ
さいね。 

●一番多い原材料の原産地が記載さ
れています。 

●スラッシュ（ / ）で書いてある
場合は、その後ろは、食品添加物で
す。 

●食品に含まれるアレルゲンが記載
されています。 

アレルギーのある人は気をつけて 

●名称、原材料名は、消費者の方が
分かる一般的な名称で記載されてい
ます。 

何が入っているかが一目で分かる！ 

 

食品の表示について、疑問に思われることがあ

った場合は「食品 110 番」へご連絡下さい。

くわしくは最後のページをご覧ください。 

●大豆やとうもろこしを使っている食品の表示が、多くの場合 大豆（遺伝子組換えでな

い）⇒大豆（分別生産流通管理済み）のように変わっていることをご存知ですか。 

●このような遺伝子組換え食品を使用していない旨の任意表示が変更になりました。 

 

「遺伝子組換え食品」って何？ 

食べて安全なのか知りたいな… 

そんな人には
次のページが
オススメ 

     

（令和 5 年 4 月） 

名  称：揚げかまぼこ 
原材料名：魚肉（たら（国産）、ぐち、いわし）

でん粉、砂糖、植物性たん白、食塩、

植物油、ぶどう糖 /増粘多糖類、調
味料（アミノ酸）、（一部に小麦・ 
大豆を含む） 

内 容 量：3 枚入り 
賞味期限：枠外下部に記載 
保存方法：10℃以下で保存してください 
製 造 者：株式会社〇〇〇 

  長崎県長崎市〇〇〇〇〇 
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長崎県では、食品表示の適正化を図るため、偽装表示、

不審な食品表示など、消費者の方からの食品の表示に関する幅広い情報を受け付ける窓口と

して「食品１１０番」を設置しています。食品の表示について、疑問に思われることがあっ

た場合は下記へご連絡下さい。 

   食品１１０番  ０１２０－４９２５７４（ショクジコナシ） 

   受付時間    ９：００～１７：４５（土曜日・日曜日・祝日・年末年始は除く） 

《送り先》〒850－8570 

     長崎市尾上町 3-1 
     長崎県食品安全・消費生活課 
     TEL 095-895-2366  FAX 095-824-4780 
《メールアドレス》s160701@pref.nagasaki.lg.jp 

長崎県食育キャラクター びわ太郎・こびわ 
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ホームページより「びわ太郎食育通信」のバックナンバーが、 

ご覧いただけます。ぜひご覧ください。 

この紙面への掲載の参考と
させていただきますので、
県内各地域での食育に関す
る取り組み、お知らせをお
待ちしております。お気軽
に情報をお寄せ下さい。 

64 号の答え ①流れ星の位置 ②土星の大きさ ③怪獣の炎 

④望遠鏡の色 ⑤びわ太郎の頭 ⑥ロケットの炎 ⑦シャトルの窓の数 

※65 号の答えは、    

ホームページに掲載中！ 

【びわ太郎食育通信電子化に伴うメールアドレス登録のお願い】 
長崎県では、デジタル化によるアクセスや保存の効率化と経費削減に取り組んでおります。

長らく紙媒体で親しまれてきた通信ですが、電子版を推進いたしますので、メールにて受信可
能な方は、お手数をおかけしますがメールにてご連絡をお願いします。 

 
《メールアドレス》s160701@pref.nagasaki.lg.jp 

https://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/ ⇒ 

『間違い探し』間違いは７箇所 間違いを見つけて脳を活性化させましょう。 

県からのお知らせ 
※詳しくは、ウェブサイトをご覧ください 

 
長崎県 食品安全 検索 

食品１１０番について 


